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令和

新型コロナウイルスワクチン11本を廃棄処分

阪南市内の医療機関で保管していたオミクロン株（BA.4-5）に対応
したファイザー社のオミクロン株対応ワクチン11本（66回分）が、
冷蔵庫の電源のブレーカーが落ちたことにより、廃棄処分となりま
した。
医療機関は、高圧蒸気滅菌器（オートクレーブ）の故障により、現
在、代替のものを使用しています。
11月10日（木）12:00頃、高圧蒸気滅菌器をはじめて今回の場所に
設置し、可動させてから職員が退勤したところ、11月11日（金）
8:30頃、職員が出勤した際に冷蔵庫の電源が落ちていることに気付
き、保管していたワクチン11本を廃棄しました。
現在、医療機関が高圧蒸気滅菌器の設置場所を変更したことによ
り、冷蔵庫の電源は回復しております。
阪南市は医療機関から報告を受け、市で保管しているワクチンを14
日（月）に配送することで、医療機関で予定している接種はこのま
ま行われます。
また、これまで医療機関は市に2週間に1回ワクチンの発注をしてい
ましたが、今後は万一に備えて、1週間に1回の発注に変更すること
で、院内に在庫を抱え過ぎないよう対応するとのことです。

冷蔵庫の電源のブレーカーが落ちたことによりワクチン11本が廃棄
処分となりました。
今後は、ワクチンを無駄にすることなく、市民への円滑なワクチン
接種に努めてまいります。


